











－ the Common European Framework of Reference for Languages）（Council of Europe, 2001; 
吉島、大橋他訳、2004）の尺度で評価することが盛んに行われるようになった。この中でも特に
















TAC 国際資格企画部 TOEIC® 非常勤講師
－ 82 －





















れている（いずれも最上級の C2 レベルの記述：pp. 30-31）。






































ぼす。中でも、第二言語習得（Second Language Acquisition: SLA）研究において、動機付けが
果たす重要性は多くの研究者によって指摘されてきた（Dörnyei, 2003; Ellis, 1994, 2008; Gardner 




めに活動が手段として生起する場合の「外発的動機付け」（extrinsic motivation）の 2 つに分け
られる（Deci, 1971; 1975）。特に SLA に関する動機付けは、「志向」（orientation）（Gardner & 
Lambert, 1972）という言語学習を行う上での理由を指すことがあるが、これは大きく「統合的動




を取りたいから活動するような場合のことを言う（Gardner & Lambert, 1972; Gardner, 1985）。
－ 84 －
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tests measure a person’s ability to communicate in English in the context of daily life and the 
global workplace environment using key expression and common, everyday vocabulary”: p. 



























発行の『Qシリーズ③』のReading & Writing 特化のテキスト（Gramer, 2011）1冊と、Listening 
& Speaking 特化のテキスト（Crave, 2011）1冊である。さらに、当該学部ではキャリア形成、ビジ
ネスウーマンの育成に力を入れているため、ビジネスの場でのコミュニケーション能力を示すため、
TOEIC®Test の受験を 2014年から導入している。これの準備については主テキストと同じOxford 







セルフ・アセスメントアンケート調査を同一学年度中に同じ学生に対し 3 回実施した。第 1 回目は
学年開始時の 2014 年 4 月（SA1 とする）に、第 2 回目は前期終了時の同年 8 月（SA2 とする）に、
そして第 3 回目は後期終了時の 2015 年 1 月（SA3）の 3 時点での実施である。SA1、SA2、SA3
の 3 時点で同じ内容のアンケートを使用し、英語の 4 技能（読むこと：10 項目、聞くこと：11 項目、
話すこと：10 項目、書くこと：10 項目で計 41 項目）について 5 件法で評価した。
－ 86 －
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英語学習に対する姿勢と態度
　参加者の英語学習に対する姿勢と態度の内的変容の調査については、上記の自立式質問紙法に自
由記述式アンケートを含めて、調査を実施した。このアンケートの目的は、SA1 と SA3 間の参加
者の英語学習に対する目標・動機および学習方法などの内的な変容過程を調査し、気づきや感想な
どの質的なデータを収集することである。
TOEIC Bridge® Test および TOEIC®Test の実施
　標準準拠テストである TOEIC Bridge® Test、および、TOEIC®Test を実施することにより、
セルフ・アセスメント調査と合わせて、学生本人の英語能力自己評価と標準準拠テストによる能力
の相関を測る。TOEIC®Test の TOEIC は、Test of English for International Communication の
略で、ETS®（Educational Testing Service）が実施する英語によるコミュニケーション能力を評
価するテストである。
　その中の TOEIC Bridge® Test は初・中級レベルの英語力測定に照準を合わせて設計されて
いるため、TOEIC®Test に比べて難易度が低く、テスト時間も 1/3 の１時間と短い。高校・大
学などにおいてはレベルチェックやクラス分けなどに利用されている。TOEIC Bridge® Test は
TOEIC®Test への橋渡しとなることが期待されているテストで、TOEIC®Test への移行奨励レベ
ルは 150 点（TOEIC®Test はおよそ 470 点）とされている。






ションできるかということを測る。また、Listening と Reading という受動的な能力を客観的に測
定することにより、 SpeakingとWritingという能動的な能力までも含めた英語によるコミュニケー
ション能力を総合的に評価できるように設計されている（ETS TOEIC® ホームページより ）。セ
ルフ・アセスメントと TOEIC®Test の実施時期と受験者数は表 1 で示す通りである。
 1/5102 21/4102 8/4102 4/4102 
SA1 ݱ    
TOEIC Bridge® Test  ݱ   
SA2  ݱ   
TOEIC® Test   ݱ  
SA3    ݱ 









　SA 得点の変化およびアンケート項目の収集は、IBM SPSS Statistics Ver.23 を用い、統計学的
に分析・検討した。TOEIC® スコアと SA 得点の関係には相関分析を、SA 得点の 3 時点比較およ











　参加者は 2014 年 8 月に TOEIC Bridge® を、2014 年 12 月に TOEIC® を受験した。このスコア
とその内訳を表 2、3 に示す。2014 年 8 月に TOEIC Bridge® テストを実施した結果、参加者全体
（228 名）の平均スコアは 123.04 点で、最高スコアが 170 点、最低スコアが 64 点であった。平均
値の内訳としては、Reading スコアが 62.53 点、Listening スコアが 60.51 点であった。2014 年 12
月に TOEIC® 公開テストを実施した結果、参加者全体（229 名）の平均スコアは 332.29 点で、最
高スコアが530点、最低スコアが108点であった。平均値の内訳としてReadingスコアが126.90点、
Listening スコアが 204.30 点であった。
 Listeningࣜࢫࢽࣥࢢ Reading࣮ࣜࢹ࢕ࣥࢢ Total ྜィⅬ 
ᖹᆒࢫࢥ࢔ 60.5 62.6 123.1 
᭱㧗ࢫࢥ࢔  071 88 28
᭱పࢫࢥ࢔  46 82 63
表 2．参加者の TOEIC Bridge®TEST 結果（2014 年 8 月）（n=228）
 Listeningࣜࢫࢽࣥࢢ Reading࣮ࣜࢹ࢕ࣥࢢ Total ྜィⅬ 
ᖹᆒࢫࢥ࢔ 205.5 127.4 332.9 
᭱㧗ࢫࢥ࢔ 305 225 530 
᭱పࢫࢥ࢔  071 58 58
表 3．参加者の TOEIC®TEST 結果（2015 年 12 月）（n=229）
－ 88 －
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英語学習に対するセルフ・アセスメント得点の3時点調査
　英語学習に対するセルフ・アセスメント平均得点の変化を図 1 に示す。一元配置の分散分析（反
復測定）を行った結果、3 時点で有意な差が認められた（ANOVA; F （2, 323） = 2.59, p<.05）。多
重比較の結果、SA1 － SA3 間で有意な得点の上昇が認められた（p<.05）。つまり、2014 年 4 月時
の SA 得点と比較して、2015 年 1 月時の SA 得点では参加者の自己評価がプラスに上昇したと言
える。
　英語の 4 技能別に見たセルフ・アセスメント平均得点の 3 時点比較について図 2、3、4、5 に示す。
その結果、Reading に関する SA 得点は 3 時点で有意な差が認められた（ANOVA; F （2,318） = 3.18, 
p<.05）。多重比較の結果、SA1 － SA3 間で有意な得点の上昇が認められた（p<.05）。Listening
に関する SA 得点は 3 時点で有意な差が認められなかった（ANOVA; F （2,336） = .151, p=.860）。
Speaking に関する SA 得点は 3 時点で有意な差が認められなかった（F （2,334） = .920, p=.400）。
Writing に関する SA 得点は 3 時点で有意な差が認められた（F（2,336）=7.017, p<.01）。多重比較
の結果、SA1 － SA2 間（p<.01）および SA1 － SA3 間（p<.01）で有意な得点の上昇が認められた。
 
図 1. セルフ・アセスメント平均得点の 3 時点比較
  




　TOEIC® 公開 Reading および Listening スコアと 3 時点 SA Reading および Listening 得点
間のピアソンの積率相関係数を算出し、検討した。その結果、TOEIC® 公開 Reading スコアと
SA1（p ＜ .05）、SA2（p ＜ .05）、SA3（p ＜ .01）Reading 得点間に相関が認められた（表 4）。ま
た、TOEIC® 公開 Listening スコアと相関が認められたものは、SA2 Listening 得点（p ＜ .05）と





   
図 5. セルフ・アセスメント（Writing）得点図 4. セルフ・アセスメント（Speaking）得点
 
表 4. TOEIC® 公開 Reading スコアと各 SA Reading 得点のマトリックス（Pearson）
 
表5. TOEIC®公開 Listeningスコアと各SA Listening得点のマトリックス（Pearson）
－ 90 －






















　英語学習に対するセルフ・アセスメント平均得点の 3 時点調査では、2014 年 4 月時の SA 得点
と比較して、2015 年 1 月時の SA 得点では参加者の自己評価が高くなる結果となった。英語学習
の継続や時間の経過が自己評価の向上に影響する要因の一つであることが分かった。
　4 技能別にみると、Reading と Writing 得点において有意な得点の上昇が認められたが、








図 7. SA1 と SA3 の参加者の英語学習に対する得意項目の割合








Speaking に関しては、今回のセルフ・アセスメント調査では 3 時点で大きな差が見られなかった
のではないだろうか。
学生の考える英語学習の目的
　本研究の英語学習に対する目的・動機の SA1 － SA3 の 2 時点調査結果によると、英語母語話者




Gardner（2007）は、L2 習得において内発的に動機付けされた学習者の特徴として、① L2 を学習
すること希望し、②目標言語を使用する人とのコミュニケーションに関心があるため L2 を学習し






























たが、SA3 では「なし」が後退し、「聞くこと」「読むこと」がそれぞれ 1 位、2 位となっているの
は、9 か月という期間学習した成果であると解釈できる。
　逆に苦手だとしているのは、「話すこと」という能動的な言語活動で、SA1 でも S3 でも 1 位で
変わらない。これは 4 月から次の年の 1 月までの 9 か月の間の英語学習でも苦手意識の項目が変ら
なかったということを意味しているが、割合は下がっている（43.4% → 36.3%）ので、学生によっ









Listening）得点の相関関係について検証した。その結果、TOEIC® Reading テストと SA1、
SA2、SA3 Reading 得点間に相関が認められた。また、TOEIC® Listening スコアと SA2、SA3 
Listening 得点で相関が認められた。つまり、講義開始時（４月）と 10 カ月後の終了時（翌年１月）
を比較した結果、「読むこと」について微弱ではあるが正の相関が見られたことを指す。
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まとめ
　本研究は、英語運用能力に対しての 3 時点（4 月、8 月、翌年の 1 月）、3 回にわたって行った学
生の英語運用能力に関するセルフ・アセスメント（自己評価）に現れる学生自身の意識と変化、そ
























　TOEIC® Reading テストと SA1、SA2、SA3 の Reading 得点間に相関が認められた。また、
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